
 

 

 

  

【共催】 
・科研費（若⼿研究） 
「ジェイムズ・ジョイスと〈苦痛の鞭を打つ
者〉―⽂学における痛みの⽂化史的考察」
（2020 年度-2022 年度） 
 
・東京⼤学東アジア藝⽂書院（EAA） 

2017 年にスタートした本研究会は、
⽂学・歴史学・宗教学などの⼈⽂知
によって、「痛み」という問題に取り
組んできました。 

第 9 会のミーティングでは、痛みの
表現・表象がテーマとなります。前
半では本研究会のコアメンバーであ
る南⾕奉良⽒が主観的な情動体験で
あるところの痛みを表現する困難、
その伝達不可能性を記述した⽂学作
品や研究⽂献を紹介します。 

後半では、フランク・ノリス『マク
ティーグ―サンフランシスコの物
語』（幻戯書房, 2019 年）を翻訳した
九州⼤学⼈⽂科学研究院の⾼野泰志
⽒が講演を⾏い、同書の作中⼈物の
「痛み」の表現を、⽂学作品を書く
ことのメタフィクショナルな表象と
して読むことで、新たな観点から『マ
クティーグ』を⽂学史の中に位置づ
ける試みとなる予定です。 

 

14:00-14:15 開会の挨拶 
 
【第 1 部】研究発表 
 

14:15-15:15 「未踏の雪原のフィールド— 
痛みを表現する障壁と困難について」 

南⾕奉良⽒ 
（⽇本⼯業⼤学共通教育学群講師） 

 
15:15-15:30 休憩 

 
【第 2 部】講演 
 

15:30-17:30 「痛みの表象可能性— 
『マクティーグ』を中⼼に」 

⾼野泰志⽒ 
（九州⼤学⼈⽂科学研究院准教授） 
コメント（南⾕奉良⽒）・質疑応答 

 
17:30-17:40  閉会の挨拶 

【⽇時】 
 2021 年3 ⽉21 ⽇（⽇） 
 14:00~17:40 

【場所】 
Zoom ※要登録：定員 50 名（先着順） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeYnj
pCj-r9aAK8QEr6W2iyNvz-oE_Gxz8B3KUupm-
vdYJ8qQ/viewform?gxids=7628 

【⾔語】 
 ⽇本語                 

  
 

EAA 共催 

「痛みの研究会」 
第 9回 

 


